


施工方法／下地が土以外の場合
（ベランダや屋上などのコンクリ ー ト面）

■ 施工方法①下地処理
...................................................................... 

●床の掃除を入念に行う。小さな砂や埃が接擁を妨げる恐れがあるので、注意する。

■ 施工方法②ショックパッド
.............................................................................................................................. 

●仮敷きを行い、先に敷設面積に合わせカットする。

●接蒲剤を700~750g／面を使用し、全面接蒲を行う。

■ 施工方法®人工芝開封後耳カット
····················································································································••··· 

●下地が土の場合同様に耳カットを行う。
●下地が土の場合同様に仮敷を行う。

■ 施工方法④仮敷き ・ジョイント位置合わせ
......................................................................................................................... 

●接藩剤を700~750g／面を使用し、全面接着を行う。

■ 施工方法®カット ・ ピン固定（端部）
................................................................................................... 

●下地が土の場合同様にカット作業を行う。

■ 施工方法⑥ジョイント
................................................................................................ 

●下地が土の場合同様にジョイントを行う。

■ 施工方法⑦仕上げ
............................................................................................ 

●下地が土の場合同様に仕上げを行う。

【両面テープで仮設する場合の注意点】

ベランダや屋上などのコンクリ ート面に敷設される場合、接鶴剤による施工を推奨しており
ますが、接麓剤が使用できない設置場所には仮設用として両面テ ープをご使用頂けます。
しかし、温度変化により本製品の寸法変化が起きるため、当初の固定位置からズレが生じ
たり、ジョイント部分が開いてしまう恐れがございます。特にカ ールタイプのような芝丈が短い
タイプはズレが目立ちます。ご了承お願い致します。

］ぉ手入れについて

●ゴミ掃除は掃除機（設定弱め）もしくはほうきをご利用できます。

●芝が寝ている時は熊手や手袋を使い、芝は立つように芝方向の逆向きに撫でて

逆立てて下さい。

●飲み物をこぼした時は水で洗い流して下さい。

□ 各商品の注意事項

●本来の用途以外にはご使用にならないで下さい。

●人工芝が滑る可能性がありますので、置敷きはしないようお願いします。

●排水穴から雑草が生えてくる場合がございます。事前に防草シー トを敷くことを推奨

致します。

●製造過程の都合上、色、サイズ、形に多少バラッキがございます。

また、端部分の芝糸がほつれやすくなっております。

●稀に裏面に芝糸の結び目が見られますが、使用上問題はございません。

●夏期の高温下では、製品表面が熱くなり火傷する恐れがあります。

●加熱等で変形する恐れがあります。また火のそばでのご使用は火災の原因となります

ので、ご注意下さい。

●水滴や凍結などが原因で、人工芝の表面が滑りやすくなる場合がございます。

●商品の性質上、人工芝が伸縮する場合がございますので、下地への固定作業が

必要になります。

●ガラスなどに反射した太陽光により人工芝が溶ける恐れがあります。

●ショックパッドは安全性を保証するものではございません。


